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に，ATRA 強化ワ ム シ をヒラ メ の A −B ス テ
ー

ジ に給餌

する と，白化率の増加，顎 ・尾椎の 異常 の み な らず，腹
椎骨 数 の 増加 な どが 観察されて い る 。

一
方，ヒ ラ メの 黒

化（無眼 側色素異常）も最近大きな 問題とな っ て い るが ，
発現要因 の一

つ に ビタ ミ ン D の 過 剰 投与が 関与 して い

る との 示 唆を与 え る結果が報告 され た 。 なお，ヒ ラ メ の

体色異 常の 要因 を 突 き詰め るとホル モ ソ の 関与 が想 起 さ

れ （例 え ば ，E ス テ
ー

ジ の ヒ ラメ を 10　nM の チ ロ キ シ

ン で 漫漬す る と 90％ 以 上 の 魚 が 白化 す る），今後栄養

素か らの代謝産物やホ ル モ ン が ク ロ
ー

ズ ア ッ プ さ れ よ

う。　　　　　　　　　　　　　（竹内俊郎 ・東水大）

PCR に よる魚類の細菌感染症の迅速診断法

　　PCR （Polymerase　Chain　Reaction ： ポ リメ ラーゼ連

鎖反 応 ）は 微量 の DNA （RNA ）か らそ の 特定領域 を お

　よそ 百 万倍に も増幅す る こ が 出来 る 。 こ の 画期的な 技術

　が Kary　Mullis（1986）に よ っ て 考 案 され，次 い で ，
PCR は 自動化 され ，誰 に で も簡単 に 行 え る よ うに な っ

た 。 魚病の 分野 にお い て も各々 の 魚類病原菌が 持つ 特異

的な断片 を 増や す こ とに よ り， 各種魚類病原菌 の 同定あ

る い は検 出 が 迅速かつ 簡便に 行 え る よ う に な っ た。以

下 ， その 原理 ，手法 を紹介 す る。

　 ま ず，鋳 型 と な る DNA 　2本鎖 を加熱して 変性 し，1
本鎖 に解離する （熱変性）。次 に，増幅 した い 特 定 領域

の DNA 鎖 の 両 端 に相補的な 2 種類の プ ラ イ マ ー
を変性

1本 鎖 DNA と反 応 させ ， 温度 を下 げ るこ と に よ りプラ

イマ ーが DNA 相補的な 部位 と2 本鎖を形す る （ア ニ ー

リン グ）。こ の 状態 で DNA 合成基質 の 4 種類 の デオ キ

シ リボ ヌ ク レオ チ ド三 リン 酸 と耐熱性 DNA 合成酵素 を

作用させる と，プラ イマ
ー

部位か ら鋳型 DNA の 塩基配

列 に従 っ て 相 補鎖 を 合成 し，2 本鎖 DNA を合成する

（相補鎖の 伸長）。 こ の 3 段階 の 反応 を 30 サ イ ク ル 繰り

返 す こ とに よ り同 じ塩基配 列 を 持つ DNA 断片を短時間

の 内 に 多量 に得る こ とが で きる 。 増幅 した DNA 断片 は

アガ ロ ー
ス ゲ ル 電気泳動を行 うこ と に よ り確認で きる。

また、鋳型 DNA （魚 類病原 菌の 染色体 DNA ）を煮沸

法に よ り簡単 に 抽出で きる。

　現在 まで の と こ ろ魚類病原菌 ；Aeromonas　salmonici ・

da ∫  尠 頗 醐 salmonin
’
da，（］ytoρhaga　PsychroPhila．　Ed−

wardSiella 　tarda，　 LaCtOCOCCtts　 gawieae　（Entet’OCOCCtCS
sθア観 瑠 吻 ）．　 Pasteurella　 1）鉛σダ面 ，　 Renibacterium
salmeninamm ，　Vibn

’
o　anguillarum ，碗 ∂万o　trachuriお よ

び Yersinla　ruckeri の 持 つ 特異的 DNA 断 片 が ク ロ ー
ン

化 さ れ，す で に PCR 用ブ ラ イ マ ー
が設計 さ れ て い る。

こ れ ら の ブ ラ イ マ ー
を用 い て PCR 法 に よ り魚病診断 あ

る い は病原菌の養殖場の 池水 ，底泥 か ら検出 が広 く行わ

れ る よ うに な っ て きて い る 。　　 （青木　宙 ・東水 大）

し

763

PCR 法に よる魚介類病原 ウイル ス の検出

　魚介類病原ウ イ ル ス の遣伝子 レベ ル での解析が 進み ，

既 に 多 くの ウ イ ル ス で PCR 法 に よ る検出系が確立 さ れ

て い る 。 特 に，分離培養系 が 樹立 さ れ て い な い ウイ ル ス

の検出には PCR 法 は不 可欠 で あ る 。 例 え ば，シ マ アジ

仔稚魚の ウ イ ル ス 性 神経壊 死 症 （VNN ） で は ，種苗生

産用の 親魚 か ら VNN 原因 ウ イ ル ス （SJNNV ）を PCR
法 に より検出 し，ウイ ル ス保有親魚を排除するこ とに よ

り垂直感染 の 防除 が 行わ れ て い る 。 ま た，SJNNV 検 出

用 PCR に より 20種 以 上 の VNN 罹病魚 種 か ら ウイ ル

ス が 検出 さ れ，そ れ らの分 子 進化学的解析 も行わ れた。
ク ル マ エ ビ の 急性ウイル ス 血症 （PAV 〕の 原因 ウ イ ル

ス で あ る PRDV で は，　PCR 法が国 内で の 標準的な 検出

法 と して 普及 して お り ， PRDV の 感染経路あ る い は 宿

主 範囲 の解明 に も応用 さ れ て い る。こ の 様 に ，PCR 法

は魚介類 の ウイル ス 感染症 に 関す る様 々 な研究で 多用さ

れ て い る が ，感度 が 高すぎる た め に 診断法 と して は 必ず

し も適当 で は な い
。 す なわ ち，PCR 法 に よ りウ イ ル ス

が検出され て も，そ の ウ イ ル ス が病気の 原因 となっ て い

る とは限らな い か らで あ る 。 した が っ て，確定診断 を行

うた め に は ， 従来用 い ら れ て きた 組 織学的ある い は 免疫

学的検査な どの 併用 が不 可欠 で ある 。

　　　　　　　　　　　　（西澤豊彦 ・広大生物生産）

下痢 を主徴とする新しい 貝毒の出現

　ア イル ラ ン ドか ら輸 入 され た養殖 ム ラ サ キ イ ガ イ に よ

る食中毒が 1995 年 11 月 に オ ラ ン ダで発生 した。下痢，
腹痛 な ど消化 器 系障害が お もな 症状 で あ っ た た め，当初

は下痢性貝毒が疑わ れたが，産地の 貝か らマ ウス 試験 で

毒性が検出 さ れ た もの の ，HPLC 分析で オ カ ダ酸な ど

の下 痢 性 貝毒群 は検出されなか っ た 。 東北大学 で 毒性 を

指標に した 精製 ・単離，構造解析が 行われ た 結果，ア ザ

ス ピロ 環 な ど特異 な 構造 を もつ 新 しい 化合 物 が 発見 さ

れ，ア ザ ス ピ ロ 酸 （azaspiracid ）と命名 さ れ た 。ア イ

HO

ア ザ ス ピ ロ 酸の構造
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